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指導・助言

２．令和６年度 福岡県安推連会議の概要
（１）福岡県道路交通環境安全推進連絡会議

福岡県内の交通管理者及び道路管理者が連携して行う安全な道路交通環境の整備のための主要施策につい
て適切な進行管理を行い、また、地域住民等への広報や地域住民等の道路交通環境に関する意見を主要施
策等へ反映させ、福岡県における安全な交通環境の整備を推進することを目的とする。
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福岡県道路交通環境
安全推進連絡会議

道路交通環境
安全調査委員会

アドバイザー
会議

作業部会

調査依頼

報告・提言

諮問[ 必要に応じて適宜 ]

【アドバイザー会議】
◆主旨
推進連絡会議において検討される主
要施策の実施に関する技術的助言、
主要施策の効果評価に関する指導・
助言、道路交通環境の安全を図るた
めの新規施策に関する助言等を諮る
ことを目的とする。

【道路交通環境安全調査委員会】
◆主旨
社会的に大きな影響を与える重大事
故が発生した際に、必要に応じて事故
発生要因の調査・分析を行い、道路
交通環境の改善策の立案等を行うこ
とを目的とする。

【作業部会】
◆主旨
推進連絡会議で所掌する事務の補
助を行うものとする。
◆部会長
福岡国道事務所技術副所長が担当
するものとする。（副部会長は、福岡
県警察本部交通規制課課長補佐、
北九州国道事務所技術副所長が担
当）

担当者会議

自転車走行環境部会

【自転車走行環境部会】
◆主旨
各道路管理者や交通管理者が情報
共有を行い、安全で快適な自転車利
用環境の創出に向けた整備を促進す
るための方策を広い視野で検討調整
し、自転車走行空間整備の計画的か
つ円滑な推進に資することを目的とす
る。

２）体制

１）安推連会議の目的
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一般国道（指定区間）
〔以後、直轄国道と表記〕
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①事故危険区間 （事故ゼロプラン）

④自転車利用環境の整備

市町村道

  ③通学路対策

一般国道（指定区間外）
都道府県道

政令指定市が管理する市道

②事故危険箇所対策

 ⑤生活道路対策（物理的デバイス・ゾーン３０等）

●事故危険区間は、直轄国道を対象に「事故
危険区間リスト」「進捗」等を管理し、事業を
推進

●安推連で進捗等を報告

●事故危険箇所は、各道路管理者が「進捗」「対策内容」「対策
効果」等を安推連で報告、協議

●通学路や自転車利用環境、生活道路対策等については、安
推連で情報共有や調整の場として活用

福岡県で実施している交通安全対策は、下図に示す５つの取組みに分類される。
各分類について、道路管理者及び交通管理者が連携して対策を推進している。

＜福岡県における交通安全対策区分（５つの取組み）＞

＜安推連における取組み＞

※各種取組みの進捗管理を行う上で、毎年1月頃に各管理者の対策状況を把握することが多いため、例年、年度末に本会議を開催している。

２．令和６年度 福岡県安推連会議の概要
（２）福岡県における交通安全対策の取組み

１）福岡県における交通安全対策区分



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

3

２）福岡県の取組み

開催日
①事故危険区間
（事故ゼロプラン）

②事故危険箇所対策 ③通学路対策
④自転車利用環境の整

備
⑤生活道路対策

【令和２年度】
令和３年
３月１８日

【審議】
・事故危険区間リスト更新
・「除外」「解除」区間確認

【報告】
・第3次危険箇所のフォローアッ
プ
・第4次危険箇所の進捗管理、
フォローアップ、対策事例
・新たな事故危険箇所の選定
方法

【報告】
・未就学児が日常的に集
団で移動する経路等の
交通安全の確保について

【報告】
・県内の取組状況
・自転車ネットワーク整備状況

【報告】
・生活道路対エリアの取組

【令和３年度】
令和４年
２月２８日

【審議】
・事故危険区間リスト更新
・「除外」「解除」区間確認

【報告】
・第3次危険箇所のフォローアッ
プ
・第4次危険箇所の進捗管理、
フォローアップ、対策事例

【報告】
・子供の移動経路の取組
・交通安全対策補助制度
（地区内連携）の取組

【報告】
・県内の取組状況
・自転車ネットワーク整備状況

【報告】
・生活道路対エリアの取組
・ゾーン30プラスの取組

その他【審議】
・カラー舗装整備ガイドライン（案）

【令和４年度】
令和５年
２月２８日

【審議】
・事故危険区間リスト更新
・「除外」「解除」区間確認

【報告】
・第4次危険箇所の進捗管理、
フォローアップ、対策事例
・第5次危険箇所の進捗管理、
対策事例

【報告】
・子供の移動経路の取組

【報告】
・県内の取組状況
・自転車ネットワーク整備状況
・整備箇所のフォローアップ

【報告】
・生活道路対エリアの取組
・ゾーン30プラスの取組

【令和５年度】
令和６年
３月２１日

【審議】
・事故危険区間リスト更新
・「除外」「解除」区間確認

【報告】
・第4次危険箇所の進捗管理、
フォローアップ、対策事例
・第5次危険箇所の進捗管理、
対策事例

【報告】
・子供の移動経路の取組

【報告】
・県内の取組状況
・自転車ネットワーク整備状況
・整備箇所のフォローアップ
（当事者別件数整理）

【報告】
・生活道路対エリアの取組
・ゾーン30プラスの取組
・ゾーン30プラスの対策後
の効果分析

２．令和６年度 福岡県安推連会議の概要
（２）福岡県における交通安全対策の取組み
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２．令和６年度 福岡県安推連会議の概要
（２）福岡県における交通安全対策の取組み
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１． 規約改正（案）

２． 令和６年度 福岡県道路交通環境安全推進連絡会議の概要

３． 福岡県の事故発生状況 【報告】

４． 幹線道路における事故対策 【審議、報告】

  ① 事故危険区間における取組み【審議】
（事故危険区間リスト）

  ② 事故危険箇所における取組み【報告】
（第４次事故危険箇所、第５次事故危険箇所）

  ③その他の事故対策の取組み【報告】

５． 生活道路における事故対策 【審議、報告】

  ◇ゾーン30プラスの整備について【審議】

  ◇通学路における交通安全対策について【報告】

６． 自転車通行空間整備の取組み 【報告】

３）令和６年度の会議内容



３．福岡県の事故発生状況
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３．福岡県の事故発生状況
（１）交通安全計画の目標（全国・福岡県）

5

交通安全対策基本法（昭和45年法律第110号）に基づき、交通の安全に関する総合的かつ長期的な施策等の
大綱を定めるもの。

道路交通、鉄道交通、踏切道における交通、海上交通及び航空交通の安全に関する計画。
計画期間：令和３年度～令和７年度（５か年）

１）第11次交通安全基本計画（令和３年３月）
＜計画概要＞

＜道路交通の目標＞
世界一安全な道路交通を目指し、令和７年までに24時間死者数を2,000人以下にする。
令和７年までに重傷者数を22,000人以下にする。

＜参考＞これまでの目標値

２）第11次福岡県交通安全計画（令和３年８月）
＜計画概要＞
交通安全基本計画に基づき、県内の陸上交通の安全に関する総合的かつ長期的な施策の大綱

＜道路交通の安全についての目標＞
令和７年までに、年間の交通事故死者数80人以下、発生件数16,000件以下

＜参考＞県内交通事故の推移
H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年

死者数(人) 161 145 147 152 143 139 136 98 91
発生件数(件) 43,178 43,678 41,168 39,734 37,308 34,862 31,279 26,936 21,495

計画 計画期間 目標値 計画 計画期間 目標値
第1次 S46~S50年度 歩行者推計死者数 約8,000人の半減 第6次 H8~H12年度 死者数 H9年までに10,000人以下、H12年までに9,000人以下
第2次 S51~S55年度 死者数 16,765人の半減 第7次 H13~H17年度 死者数 8,466人以下
第3次 S56~S60年度 死者数 8,000人以下 第8次 H18~H22年度 死者数 5,500人以下、死傷者数 100万人以下
第4次 S61~H2年度 死者数 8,000人以下 第9次 H23~H27年度 死者数 3,000人以下、死傷者数   70万人以下
第5次 H3~H7年度 死者数 10,000人以下 第10次 H28~R2年度 死者数 2,500人以下、死傷者数   50万人以下

資料：第11次福岡県交通安全計画

資料：第11次交通安全基本計画
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３．福岡県の事故発生状況
（２）死傷事故件数の推移
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福岡県内の死傷事故件数は、平成25年までは概ね横ばいで推移していたが、平成25年から令和5年にかけて約
50％減少。

人口10万人あたりの死傷事故件数は概ね同傾向を示すものの、全国・九州平均と比べ高い割合で推移。

▲福岡県における死傷事故件数の推移 ▲人口10万人あたりの死傷事故件数の推移
資料：警察白書

全国平均 九州平均 福岡県

第４次事故
危険箇所

第３次事故
危険箇所

第５次事故
危険箇所

第４次事故
危険箇所

第３次事故
危険箇所

第５次事故
危険箇所

160
令和7年目標：160百件/年以下

道路交通の安全についての目標（福岡県）

資料：警察白書

（全国ワースト３位）
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３．福岡県の事故発生状況
（３）死者数の推移
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▲福岡県における死者数の推移 ▲人口10万人あたりの死者数の推移

資料：警察白書

80

道路交通の安全についての目標（福岡県）

令和7年目標：80件/年以下

資料：警察白書

福岡県における交通事故死者数は、増減を繰り返すものの、平成24年から令和5年にかけて約４０％減少。
人口１０万人あたりの死者数は減少を続けており、全国・九州平均と比べても低い水準で推移。

（全国ワースト３８位）
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３．福岡県の事故発生状況
（４）福岡県における死傷事故の特徴

死傷事故の約６割は幹線道路で発生しており、そのうち一般国道（約２割）が最も多い。
幹線道路で発生する事故の約8割が自動車等の事故。死傷事故率別の区間数・事故件数をみると特定の区間に事故が集中。
非幹線道路における歩行者・自転車事故の割合は約３割にのぼり、幹線道路の１．５倍に相当する。

▲道路種別別死傷事故発生割合

17%
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83%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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100未満

▲幹線道路の事故種別別発生割合 ▲幹線道路の死傷事故率別
区間数と事故件数割合（R1-R4）

わずか４％の区間に
死傷事故の2割が集中

非幹線道路における歩行者自転車事故の
割合は幹線道路の約1.5倍

▲非幹線道路の事故種別別発生割合 ▲歩行者・自転車事故の
発生割合（R1-R4）

自動車等の事故が
約８割

歩行者・自転車
事故が約３割

資料：交通事故・道路統合データベース

※死傷事故率300件/億台㌔：かつて「交通戦争」といわれたS45頃の水準

※
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３．福岡県の事故発生状況
（５）道路管理者の取組み状況

9

（箇所）

資料：福岡県内各道路管理者提供資料
※福岡国道・北九州国道：交差点改良事業（交安１種）

北九州市：事故危険箇所

福岡市：交差点改良事業（交安１種）

福岡県：補助・交付金事業のみ

各道路管理者において着実に交通事故対策を実施しており、平成２４年度以降令和５年度末時点で１６７箇所が
完了

▼各道路管理者における交差点改良の整備箇所数（累計）
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３．福岡県の事故発生状況
（６）交通管理者の取組み状況

飲酒運転罰則化（平成19年）、後部座席同乗者のシートベルト着用義務化（平成20年）等、交通事犯に対する厳
罰化や交通規則の厳格化に取り組んでいる。

交通管理者の取り組みにより、歩車分離式信号等の交通安全対策箇所数は増加傾向にある。

10

▼交通管理者の取り組み年表

▲右直分離信号設置箇所数の推移（累計）

▲歩車分離式信号設置箇所数の推移（累計）

年度 内容
H10 75歳以上、運転免許証更新時の高齢者講習 義務化
H12 6歳未満のチャイルドシート使用 義務化
H14 高齢者講習の受講対象者を、70歳以上に拡大
H19 飲酒運転 厳罰化
H20 後部座席同乗者のシートベルト着用 義務化
H20 自転車の車道通行の原則を維持、例外的に歩道通行できる要件を明確化
H21 飲酒運転 行政処分強化
H21 75歳以上の認知機能検査 導入

H27 酒気帯び運転や過労運転等、交通事故にて人を傷つけた場合も、運転免許の仮停止の対象化

R1 スマートフォン・携帯電話使用中（ながらスマホ）の、交通事故に係る基礎点数および反
則金の額が引き上げ

R1 運転中のスマートフォン・携帯電話等使用 広報啓発・交通指導取締り等の推進
R2 走行中の車の前で停車するなど、通行妨害行為が「危険運転」に追加
R4 高齢運転者による交通事故を踏まえ、高齢運転者対策の充実・強化

R5 新たな交通主体（電動キックボード・自動配送ロボット等）の交通方法等に関する規定
の整備

R5 自転車の乗車用ヘルメットに関する規定
R6 自転車運転中のながらスマホ、自転車の酒気帯び運転及び幇助が罰則の対象へ

資料：内閣府・ 警視庁・全日本交通安全協会
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資料：福岡県警提供資料



４．幹線道路における事故対策

①事故危険区間における取組み
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４．幹線道路における事故対策
（１）事故ゼロプランの概要

意見

限られた予算の中、事故対策への投資効率を最大限高めるため、本会議による意見等を踏まえ、「事故危険区
間リスト」に基づく選択と集中による計画的、効率的な交通安全対策事業を実施

事故の危険性が高い区間を明確化
（事故データ，地域の声等）

事故原因に即した効果の高い
対策を立案

〔緊急性〕と〔妥当性〕

対策着手
（交通安全施設整備事業 1種，2種）

福岡県 事故危険区間リストに基づく交通安全対策事業の流れ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
で
改
善

Stage１

Stage２

Stage３

Stage４

事故危険区間リストを特定

Stage５

（
第

三

者

委

員

会

）

福
岡
県
道
路
交
通
環
境
安
全
推
進
連
絡
会
議

自
治
体
（住
民
代
表
）か
ら
の
指
摘

地
域
か
ら
の
安
全
性
危
惧
の
指
摘

事
故
危
険
区
間
リ
ス
ト 

公
表

毎
年
度
見
直
し

完了後の効果を評価

事故危険区間の抽出方法

進
め
る
た
め
に
優
先
的
に
実
施
す
べ
き
区
間

福
岡
県
内
直
轄
国
道
に
お
い
て
、
効
率
的
に
交
通
安
全
事
業
を

事 

故 

危 

険 

区 

間 

リ 

ス 

ト 

（ 

ロ 

ン 

グ 

リ 

ス 

ト 

）

必
要
な
区
間

事
故
対
策
が

安全（事故データ） 安心（要望等）

○事故危険箇所との整合

○死亡リスクが大きい
・死傷事故率
・死傷事故件数
・重傷事故件数

○対策必要性の検証
・潜在的な事故ﾘｽｸ
（ETC2.0データ）
・事故増加箇所

等

必
要
な
区
間

歩
道
整
備
が

○要望箇所の対策必要性の検証
・横断構成 ・通学路指定
・利用交通量  ・周辺施設の立地状況
・歩道整備で回避可能な事故の発生状況

等

整
備
が
必
要
な
区
間

自
転
車
利
用
環
境

○要望箇所の対策必要性の検証
・自転車ネットワーク計画との整合
・横断構成  ・通学路指定
・利用交通量 ・自転車ネットワーク特性
・自転車関連事故の発生状況

等

11
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４．幹線道路における事故対策
（２）事故危険区間／令和６年度福岡県版

12

令和５年度の事故危険区間を基本に、「抽出」、「除外」、「解除」を行った結果、令和６年度の事故危険区間  （福
岡県版）として600区間を指定。

福岡県
内 訳

福岡国道 北九州国道

令和5年度
事故危険区間

637
区間

507
区間

130
区間

更
新
内
容

抽 出
(新規追加) 1 １ ０

除 外 24 18 ６

解 除 14 10 ４

福岡県 福 岡
国 道

北九州
国 道

国道２号 0 － 0

国道３号 223 167 56

国道10号 33 － 33

国道201号 41 10 31

国道202号 129 129 －

国道208号 48 48 －

国道209号 52 52 －

国道210号 74 74 －

合計 600 480 120

▼ 路線別事故危険区間数▼ 令和６年度福岡県事故危険区間 更新結果

福岡県
内 訳

福岡国道 北九州国道

令和６年度
事故危険区間

600
区間

480
区間

120
区間
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４．幹線道路における事故対策
（３）解除区間／事例

13

【福岡国道事務所】

事故要因の把握と対策立案Plan

対策実施（R5年度）Do

 近傍に小中学校が立地しており、歩道が未整備で児童を含む歩行者・
自転車の安全が確保されていない箇所が存在

当該区間

■事業区間の位置図

１）国道209号 みやま市瀬高町長田

至 筑後市
至 

天
神

資料：地理院タイル（淡色地図）を加工して作成

対策効果の検証Check

資料：福岡国道事務所資料

至 大牟田市

上長田歩道整備

上長田

写真① 写真②

至 

筑
後
市

至 

大
牟
田
市

209

【断面図】

対策前

対策後

写真③

今後、周辺地域の小中学校の統廃合が行われる予

定ですが、それまでに歩道が整備されたことを
地元の皆さんは大変喜んでいました。

【地域住民の声】

歩道

【解除区間】

H25.3撮影 H24.10撮影

H24.10撮影

上長田歩道整備事業区間

文

文

みやま市立
水上小学校

みやま市立
東山中学校

：対策前の歩道設置区間

R5.8撮影
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４．幹線道路における事故対策
（３）解除区間／事例

【解除区間】

14

東大橋交差点

当該区間 至 

福
岡
市

至 

行
橋
市

【北九州国道事務所】

対策効果の検証Check

442 

244 

0

100

200

300

400

500

対策前

H26～H29

対策後

R1～R4

 右折車線の延伸により交通の流れがスムーズになり、走行性が向上することで、
危険挙動が減少。

 要件を満たし、事故の危険性が低下したため事故危険区間から解除。
(件/億台㌔)

▼死傷事故率

21

10

0

5

10

15

20

25

30

対策前

H26～H29

対策後

R1～R4

(件/４年)
▼死傷事故件数

0
1

0

1

2

3

4

5

対策前

H26～H29

対策後

R1～R4

(件/４年)
▼重傷事故件数

対策実施（H30年度）Do

至 

行
橋
市

至 

福
岡
市

至 

行
橋
市

至 

福
岡
市

全景写真

写真②

至 

福
岡
市

至 

行
橋
市

H30.12撮影

H30.12撮影

事故要因の把握と対策立案Plan

 右折車両が右折レーン内に入りきらず、後続車両の通行を阻害。
右折滞留長末尾では無理な車線変更などの危険挙動も発生。

 ⇒右折レーンの延伸、カラー舗装、減速ドットラインの整備

全景写真 写真①

至 

福
岡
市

H30.10撮影 H30.1撮影

300件/億台キロ
以上で抽出対象

20件/4年以上で
抽出対象

3件/4年以上で
抽出対象

写真①

写真②

右折車両による
後続車両の進行阻害が発生

至 

行
橋
市

至 

福
岡
市

至 

行
橋
市

右折車両による
後続車両の進行阻害が発生

至 

行
橋
市

右折レーンの延伸

カラー舗装、減速ドットライン

右折レーンの延伸
（滞留長 L=20m⇒65m）

交通がスムーズに流れる

資料：交通事故・道路統合データベース

２）国道201号 東大橋交差点〔田川市〕

■事業区間の位置図

至 

福
岡
市

資料：地理院タイル（淡色地図）を加工して作成
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資料：地理院タイル（淡色地図）を加工して作成 資料：地理院タイル（淡色地図）を加工して作成

４．幹線道路における事故対策
（４）除外区間／事例

（仮称）苅田町与原南交差点

至 行橋市

至 北九州市小倉北区

当該区間

国　道

10
ROUTE

国　道

10
ROUTE

【除外区間】

周辺交通環境の変化等により、事故対策の必要性が
低下したため除外

1
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事
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件
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／
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重大事故

糸島市高田１丁目

至

福
岡
市

至

佐
賀
県

当該区間

【H31.1】今宿道路（有田中央～真方間）開通

１）国道202号 糸島市高田１丁目

周辺交通環境の変化等により、事故対策の必要性が
低下したため除外

２）国道10号 （仮称）苅田町与原南交差点〔苅田町〕

：重大事故（死亡事故＋重傷事故）
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死傷事故率

▼死傷事故件数と死傷事故率（４年単位）

最終抽出年度
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▼死傷事故件数と死傷事故率（４年単位）

▼死傷事故件数の推移

最終抽出年度

▼死傷事故件数の推移
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死
傷
事
故
件
数(

件
／
年)

重大事故

【H26.12】東九州道（苅田北九州空港IC～みやこ豊津IC）供用

【H30.3】東九州道（椎田南IC～豊前IC）供用

：重大事故（死亡事故＋重傷事故）

資料：交通事故・道路統合データベース
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４．幹線道路における事故対策

②事故危険箇所における取組み
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４．幹線道路における事故対策
（１）事故危険箇所の概要と取組み

区分 計画期間
選定箇所数

全国 福岡県

第１次 平成15年度～19年度 ３,９５６ ２０５（約５.２％）

第２次 平成20年度～24年度 ３,３９６ １２３（約３.６％）

第３次 平成24年度～28年度 ３,４９０ １１９（約３.４％）

第４次 平成27年度～32年度 ３,１２５ １１１（約３.６％）

第５次 令和3年度～7年度 ２,７４８ １１７（約４.３％）

事故危険箇所とは、警察庁と国土交通省が合同で、一定の抽出基準のもと、死傷事故率が高く、死傷事故が多発し
ている交差点や単路を「事故危険箇所」として指定。

社会資本整備重点計画で掲げた目標（対策実施箇所における死傷事故件数の約３割抑止）に向け、対策を推進中。

○第３次事故危険箇所：道路交通による事故危険箇所の死傷事故抑止率（H23年度末→約３割抑止（H28年度末））

○第４次事故危険箇所：幹線道路の事故危険箇所における死傷事故抑止率（H26年比→約３割抑止（R2年））

○第５次事故危険箇所：幹線道路の事故危険箇所における死傷事故抑止率（R1年比 →約３割抑止を目標（R7年））

事故危険箇所
の目標（効果）

◆今年度の取組み
⇒第４次、及び第５次事故危険箇所の進捗状況を把握、確認するための進捗管理表を更新
⇒対策箇所の効果（好事例等）について、情報を共有
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４．幹線道路における事故対策
（２）第４次事故危険箇所のフォローアップ＜H27～R2＞

第４次事故危険箇所の対策効果を検証した結果、死傷事故件数は約５６％、重大事故は約４２％にまで減少。（目
標である約３割抑止を達成）

福岡県全体と比較すると、特に重大事故に関して対策効果が高い

■対策効果

対策前と比べ
約44％減少 対策前と比べ

約58％減少

（56%）

（42%）

▲死傷事故件数 ▲重大事故件数

■福岡県全体と対策実施箇所（110箇所）における死傷事故・重大事故件数の変化

（100%）
（100%）

資料：交通事故・道路統合データベース
※対策前は、H22-H25の値（選定当初）
※対策後は、対策済み翌年度～R4の値(最大直近4年間)
※（ ）の値は、対策前後の事故件数比（対策後/対策前）
※重大事故件数は、死亡事故件数と重傷事故件数の総和
※対策実施箇所は、対策後の事故データが1年以上取得可能な110箇所を対象

（100%）

（57%）

対策後

対策前と比べ
約43％減少

対策前と比べ
約47％減少

（53%）

（100%）

対策前対策後対策前

福岡県全体 対策実施箇所 福岡県全体 対策実施箇所

対策後対策前 対策後対策前
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380
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15 28

92

213

111

30 9 13
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44% 44%

38%
36%

53%

47%
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20%

40%

60%

0

200

400

600

80093,281

49,748

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H22-25 R01-04

（53%）

福岡県全体

（100%）

死
傷
事
故
件
数
（件

／
4
年
）
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４．幹線道路における事故対策
（２）第４次事故危険箇所のフォローアップ＜H27～R2＞

効果的な対策の水平展開に向け、対策実施箇所について対策別に効果分析を実施
特に交差点改良を実施した箇所において対策効果が高い

■工種別の対策効果

資料：交通事故・道路統合データベース
対策前：H22～H25年の4年間の年平均（選定時事故データ）
対策後：各管理者の対策完了翌年から最大4年間の年平均
※（ ）の値は、対策前後の事故件数比（対策後/対策前）
※複数の工種を実施している箇所含む

▲対策前後の死傷事故件数と削減率

区画線
（注意喚起路面標示
、減速マーク含む）

カラー
舗装

ラバー
ポール

看板・
標識

交差点
改良

信号改良

交差点改良の
対策効果が高い

（86箇所）
（34箇所） （11箇所） （6箇所） （5箇所） （13箇所）

47%

(56%) (100%)

(100%)

(56%)
(100%) (62%) (64%) (47%)(100%) (53%)

(100%)
(100%)

死
傷
事
故
件
数
（件

／
4
年
）47％

対策前後の事故件数比対策後対策前
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0

2

4

6

8

対策前 対策後
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４．幹線道路における事故対策
（２）第４次事故危険箇所のフォローアップ＜H27～R2＞

■対策効果が高い対策事例（交差点改良）

対策実施（交差点改良：R1年度、信号改良：R2年度）Do

対策効果の検証Check

当該箇所

■事業箇所の位置図

１）国道199号 国際会議場入口交差点〔北九州市小倉北区浅野2丁目15番〕

対策前：H22.1～H25.12 対策後：R2.4～R4.12

資料：（ｃ）NTTインフラネットの地図を加工して作成

至 

芦
屋
町

至 

北
九
州
市
門
司
区

199

小倉駅

事故要因の把握と対策立案Plan

 国道199号の渋滞緩和を目的とした新砂津大橋の新設を伴うバイパ
ス整備に合わせ、当該箇所の対策を実施

 当該交差点流入部は直進2車線、右折1車線運用であり、長い滞留
が発生することに起因する追突事故が発生

    ⇒中央分離帯を縮小し、車線を増設（北九州市）
 中央分離帯が広く、右折時は対向車への視認性が悪い状況であり、

無理に右折する車両に起因する右折時事故が発生
⇒右直分離信号を導入（警察）

写真②写真① 至 北九州市門司区

至
芦
屋
町

写真①

右直分離信号
を導入

直進2車線
右折1車線

中央分離帯を縮小し
車線を増設

当該箇所

新砂津大橋

国道199号
バイパス

広い中央分離帯

至 

北
九
州
市
門
司
区

中央分離帯を縮小し
車線を増設

【北九州市】

R6.11撮影

H23撮影

0

0.25

0.5

0.75

1

対策前 対策後

◆死傷事故件数の変化

資料：交通事故・道路統合データベース

（件/年）

約６割減少6.00 件/年

2.40 件/年
人対車両1.25

追突2.75

左折時 0.25
右折時 1.75

追突1.20
出会頭 0.80
その他 0.40

【死傷事故件数】 【重大事故件数】

10割減少0.50 件/年

0.00 件/年
人対車両0.5

（件/年）

H24撮影

人対車両
左折時
右折時
追突

その他
出会頭
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実施状況
北九州
国道

福岡
国道

福岡県 北九州市 福岡市 合計

対策検討中 0 11 1 0 0 12

対策決定
（対策着手前）

0 1 0 0 1 2

事業中 11 0 0 0 0 11

対策済み 5 18 24 18 27 92

合計 16 30 25 18 28 117

対策検討中

10%

対策決定

（対策着手前）

2%

事業中

9%

対策済み

79%

第５次

事故危険箇所

（N=117）

対策検討中

42%

対策決定

（対策着手前）

17%

事業中

10%

対策済み

31%
第５次

事故危険箇所

（N=117）

令和７年１月末時点の対策済み箇所は約７９％（令和６年１月末は約３１％）。
引き続き、道路管理者と交通管理者が連携し、死傷事故削減に向けた取組みを推進中。

■対策実施状況

20■福岡県の第５次事故危険箇所の対策実施状況

■道路管理者別の対策実施状況（令和7年1月末時点）

※道路管理者の対策状況

令和7年1月末時点

令和6年1月末時点

４．幹線道路における事故対策
（３）第５次事故危険箇所の取組み＜R3～R7＞

第５次
事故危険箇所
（117箇所）

第５次
事故危険箇所
（117箇所）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

0

250

500

750

1000

区間A 区間B

車
線

変
更

台
数

（
台

/
1
0
h
）

整備前
整備後

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

事業化前 整備後

中村大学前交差点
なかむらがいがくまえ

202

至

天
神

て
ん
じ
ん

至 七隈
ななくま

至

糸
島
市

い
と
し
ま
し

直進

右折

●直進阻害による追突事故が発生
●無理な車線変更に伴う衝突事故が発生

■対策状況と対策効果

４．幹線道路における事故対策
（３）第５次事故危険箇所の取組み＜R3～R7＞

21

【福岡国道事務所】

事故要因の把握と対策立案Plan

対策実施（R4年度）Do

 直進車線が１車線のため渋滞が発生し、無理な車線変更や直進阻害
等に伴う事故が発生
 ⇒直進車線を２車線に増設

中村大学前交差点

当該箇所

■事業箇所の位置図

１）国道202号 中村大学前交差点〔福岡市城南区〕

至 

糸
島
市

至 

天
神

資料：地理院タイル（淡色地図）を加工して作成

至 天神

至 糸島市

第一車線に
直進車が集中 無理な車線変更

無理な車線変更

至 天神

至 糸島市

至 天神

至 糸島市

直進車線を
２車線に増設

至 天神

至 糸島市

直進車の集中が緩和

写真④

写真②

写真③

写真②写真①

写真①

死
傷
事
故
件

数
（件/年）

約７割減少10.25件/年

3.00 件/年
追突4.50

出会頭 0.25

追突1.00
出会頭1.00
その他1.00

人対車両 1.00
右折時 1.75

その他 2.00

左折時 0.50
車両単独 0.25

0.0
25.0
50.0
75.0

100.0

整備前 整備後

急
減
速
発
生
頻
度

（
回

/
万
台
）

資料：交通事故・道路統合データベース（整備前：H24.1～H27.12）
警察提供（整備後：R5.3～R6.3）
※上下線不明はプロット位置から判断

57.3 回/万台
74.0 回/万台

249 156

806

67

約２割減少

中村大学前

至 

糸
島
市

至 

天
神

別府２丁目 別府１丁目

対策効果の検証Check

区間A 区間B

約9割
減少約4割

減少

下り線の区間別車線変更台数

下り線の急減速発生頻度
資料：ETC2.0プローブデータ（平日・7～16時台）

資料：ビデオ観測調査結果（7～16時台）

下り線の死傷事故件数

写真④

写真③

 直進

 右折

R5.2撮影

H23.12撮影

R5.2撮影

H23.12撮影
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バ ス 専 用バ ス 専 用

バス専用

バ ス 専 用バ ス 専 用

バス専用

追
突

注
意

1.75

1.25
0.250.250.25

0.00

0.75

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

対策前 対策後

右折
追突
左折
出会い頭
横断中
その他
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【北九州国道事務所】

事故要因の把握と対策立案Plan

対策実施（R5年度）Do

対策効果の検証Check

 北側に3本の市道が取りついていることから交差点の面積が広く、右折交
通車両の軌跡が不安定。
⇒右折導流線（カラー）の設置

 直線的な道路であるため速度超過に至りやすい。交差点認知の遅れや
信号変わり目の無理な交差点進入により、回避行動が間に合わず急ブ
レーキや先行車両への衝突へ至るものと考えられる。
⇒減速ドットライン、カラー舗装

陣山二丁目交差点

当該箇所

■効果分析箇所の位置図

２）国道3号 陣山二丁目交差点〔北九州市八幡西区〕

資料：交通事故・道路統合データベース,  福岡県警事故データ

◆死傷事故件数の変化

（件/年）

対策前：H27.1～H30.12
対策後：R6.2～R6.10

写真③

写真④

カラー舗装

至 

福
岡
市

至 

福
岡
市

至 

小
倉
北
区

R6.3撮影

対策後９か月時点で無事故
※今後も継続してモニタリングを行う

4.50件/年

対策前

対策後

写真① 写真②

至 

福
岡
市

市道が3本とりついており
交差点の面積が広い

至 

小
倉
北
区

至 

福
岡
市

右折導流線（カラー）の設置

R6.3撮影

至 福岡市

至 小倉北区

R1.3撮影 R4.3撮影

減速ドットライン

至 福岡市

至 小倉北区「追突注意」の路面標示

減速ドットライン

右折導流線（カラー）の設置

写真③

写真④

写真①

写真②

至 

小
倉
北
区

至 

福
岡
市

至 

小
倉
北
区

カラー舗装

交差点が広く
走行軌跡が安定しない

至 

小
倉
北
区

４．幹線道路における事故対策
（３）第５次事故危険箇所の取組み＜R3～R7＞

■対策状況と対策効果

資料：地理院タイル（淡色地図）を加工して作成
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■対策状況

４．幹線道路における事故対策
（３）第５次事故危険箇所の取組み＜R3～R7＞
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【福岡県】

事故要因の把握と対策立案Plan
 右折車線長が短いことに起因する追突事故が多い

 ⇒右折車線長を延伸・カラー舗装

当該箇所

■事業箇所の位置図

３）国道200号 無名交差点〔飯塚市若菜200-10〕

至 

志
免
町

至 直方市

写真①

滞留長
Ｌ＝３０ｍ

右折車線長 Ｌ＝５６ｍ

テーパ長
Ｌ＝２６ｍ

写真① 対策前 写真② 対策前

対策実施（R6年度）Do当該箇所

至 

直
方
市

至
嘉
麻
市

至 嘉麻市

至 

田
川
市

写真① 対策後 写真② 対策後

【対策内容】
・右折車線長を延伸（42m ⇒ 56m） ⇒令和６年度に対策完了
・カラー舗装  ⇒令和６年度に対策完了

200201

201

至 直方市

至嘉麻市

至 直方市

至嘉麻市

至嘉麻市

至 直方市

至嘉麻市

至 直方市

写真②

写真①

R4.9撮影 R4.9撮影

R6.11撮影 R6.11撮影

資料：（ｃ）NTTインフラネットの地図を加工して作成
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■対策状況

４．幹線道路における事故対策
（３）第５次事故危険箇所の取組み＜R3～R7＞

24

【福岡市】

事故要因の把握と対策立案Plan
 交差点部における速度超過に起因する事故が多い

 ⇒隅切改良、路面標示、カラー舗装設置

当該箇所

■事業箇所の位置図

４）（主）大野城二丈線 桧原5丁目交差点〔福岡市南区桧原7丁目37-9〕

至 

福
岡
市
城
南
区

写真① 対策前 写真② 対策前

対策実施（R6年度）Do

当該箇所

至 

春
日
市

至 

福
岡
市
城
南
区

至 

春
日
市

写真① 対策後 写真② 対策後

【対策内容】
・隅切改良 ⇒令和６年度に対策完了
・路面標示 ⇒令和６年度に対策完了
・カラー舗装  ⇒令和６年度に対策完了

202

至
福
岡
市
城
南
区

至
春
日
市

写真②

写真①

R6. 1撮影

R7. 1撮影

至
福
岡
市
城
南
区

至
春
日
市 至福岡市城南区

至福岡市城南区

R6. 1撮影

R7. 1撮影

至春日市

至春日市

資料：（ｃ）NTTインフラネットの地図を加工して作成



４．幹線道路における事故対策

③その他の事故対策の取組み
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４．幹線道路における事故対策
（１）広報

■こんなの知っTOUKEI⑧ ■こんなの知っTOUKEI⑨

出典：福岡県警提供資料 出典：福岡県警提供資料

【福岡県警】【福岡県警】
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４．幹線道路における事故対策
（１）広報

■こんなの知っTOUKEI⑩ ■自転車の罰則強化

出典：福岡県警提供資料

出典：福岡県警提供資料

【福岡県警】【福岡県警】
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４．幹線道路における事故対策
（１）広報

■SNSによる広報（Xより）
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４．幹線道路における事故対策
（２）高速道路の取組事例

高速道路の逆走対策については、２０１４年（平成２６年）より対策の実施を開始
２０１５年（平成２７年）に、高速道路での逆走対策に関する有識者委員会を設置し、幅広い見地から対策検討を開始
２０１６年（平成２８年）に「高速道路での今後の逆走対策に関するロードマップ」を公表、２０１９年（令和１年）に「高速

道路における安全・安心基本計画」を策定し、高速道路での逆走対策に関し「２０２９年（令和１１年）までに逆走によ
る重大事故ゼロ」という目標を公表

■高速道路における逆走対策の取組み内容

出典：国土交通省 第7回 高速道路での逆走対策に関する有識者委員会
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４．幹線道路における事故対策
（２）高速道路の取組事例

■高速道路における逆走対策の取組み内容

出典：国土交通省 第7回 高速道路での逆走対策に関する有識者委員会
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４．幹線道路における事故対策
（２）高速道路の取組事例

30

公募技術のテーマⅠは道路側での物理的・視覚的対策、道路側での逆走車両への注意喚起に関する技術とし、
１１技術を選定

■高速道路における逆走対策の取組み内容

出典：国土交通省 第7回 高速道路での逆走対策に関する有識者委員会
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４．幹線道路における事故対策
（２）高速道路の取組事例

31

２０２１年（令和３年）１０月より順次設置した3技術（全18箇所）について、逆走検知状況（動画）の確認及び効果検
証を実施

２０２３年（令和５年）１２月末までに、各技術で一般車両の逆走を検知 ※準ミリ波（3件）、マイクロ波（1件）、3Dカメラ（7件）

逆走車両以外（人・順走車等）を「逆走」として検知された事象も確認

■高速道路における逆走対策の取組み内容

出典：国土交通省 第7回 高速道路での逆走対策に関する有識者委員会
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４．幹線道路における事故対策
（２）高速道路の取組事例

32

２０２１年（令和３年）４月より、ETC2.0車載器を搭載した逆走車両に対して警告情報の配信を開始（１技術・２箇所）
順走車両での誤配信を防ぐため、適用箇所の制約がある（反対車線や一般道と隣接した箇所には適用不可）
対策後に逆走事案が1件発生したが（カメラ映像で確認）、ETC2.0プローブデータの履歴では検知されなかった
今後、ETC2.0プローブデータの履歴による逆走車両の検知に適した箇所での検証を検討

■高速道路における逆走対策の取組み内容

出典：国土交通省 第7回 高速道路での逆走対策に関する有識者委員会
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４．幹線道路における事故対策
（２）高速道路の取組事例

２０２０年（令和２年）３月に北九州高速で発生した逆走による死亡事故を受けて、両高速で逆走対策を実施し、令
和２年度に出口対策が完了。

JCT部における合流部対策について、福岡高速では２０２３年度（令和５年度）までに完了し、北九州高速では、残
る１箇所の対策を２０２４年（令和６年）１１月に完了。

■福岡北九州都市高速道路における逆走対策

対策前の令和1年度と比較し、
逆走事案は減少

R1 R5
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５．生活道路における事故対策
（１）生活道路の事故対策の取組み

 「通学路交通安全プログラム」等に基づく定期的な合同点検
の実施や対策の改善・充実等の継続的な取組を支援

道路交通実態に応じ、学校、教育委員会、警察、保育所等
の対象施設、その所管機関、道路管理者等の関係機関が連
携し、ハード・ソフトの両面から必要な対策を推進

道路管理者と警察が緊密に連携し、地域住民等の合意形成
を図りながら、生活道路における人優先の安全・安心な通行
空間を整備

最高速度30km/hの区域規制と物理的デバイスとの適切な
組み合わせにより交通安全の向上を図ろうとする区域を
「ゾーン30プラス」として設定

①ゾーン30プラス整備について ②通学路における交通安全対策について

出典：国土交通省 記者発表資料（R4.8.26） 出典：国土交通省HP 通学路等の交通安全対策

■第11次交通安全基本計画・第11次福岡県交通安全計画

生活道路等における人優先の安全・安心な歩行空間の整備

＜生活道路における対策方針＞

34
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５．生活道路における事故対策
（２）ゾーン30プラスの整備

▲ゾーン３０プラスの取組フロー 資料：国土交通省 記者発表資料（R4.8.26）

安全推進連絡会議
（有識者等）

令和4年度より整備計画に関する有識者確認を年２回設け、有識者確認状況を年度末の安全推進連絡会議で報
告することにより、機動的に対応できる仕組みづくりを行った。

１）「ゾーン３０プラス」の対策実施に向けたフロー

【「ゾーン30プラス」整備計画の策定】道路管理者と警察が連携し、整備計画を策定

【対策の効果検証】
対策実施による効果について検証 意見

報告 （必要に応じて）

【地域の課題の把握】
交通事故発生状況・地域の課題・地域の関係者等からの要望・意見を把握

【「ゾーン30プラス」（候補）の設定】
道路管理者と警察が連携し、地域の課題や関係部局からの意見などを踏まえて設定

整備計画（案）の検討・作成

整備計画（案）に係る地域住民等との合意形成

「ゾーン３０プラス」整備計画の策定

【対策の実施】
「ゾーン30プラス」整備計画に基づき、対策を実施

【 「ゾーン30プラス」整備計画の改善・充実】
対策の効果検証結果を踏まえ、更なる対策の必要性について検討

【地方整備局等により、取組全般について支援】
例）ビッグデータを用いた分析結果の提供、交通安全診断を行う有識者の斡旋、物理的デバイスの設置事例の紹介 等

意見

報告
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No 市区町村 エリア名
整備計画
策定時期

1 北九州市 門司区 柳町 R3年度

2 北九州市 小倉北区 中島 R3年度

3 北九州市 小倉南区 曽根東小 R3年度

4 北九州市 八幡西区 医生ヶ丘・千代ケ崎 R3年度

5 古賀市 古賀東小学校 R3年度

6 北九州市 八幡西区 引野小学校 R4年度

7 北九州市 八幡西区 熊西小学校 R4年度

8 北九州市 八幡西区 西王子町・青山 R4年度

9 北九州市 八幡西区 大浦 R4年度

10 嘉麻市 稲築西 R4年度

11 福岡市 博多区 板付・麦野 R4年度

12 八女郡 広川町 中広川小学校 R4年度

13 福岡市 東区 千早西 R5年度

14 福岡市 東区 香陵 R5年度

15 北九州市 小倉北区 白銀・貴船 R5年度

16 古賀市 古賀西小学校 R5年度

17 福岡市 中央区 平尾・薬院 R5年度

18 北九州市 戸畑区 飛幡中学校 R6年度

19 久留米市 金丸 R6年度

20 福岡市 東区 青葉小・中学校 R6年度

21 福岡市 東区 筥松小学校 R6年度

①②

③

④

⑪

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

令和６年度 新たに４エリアの追加登録を目指しており、福岡県内では全２１エリアとなる見込み。

※赤字：今年度新たに追加予定のエリア

⑫

⑮

２）令和６年度ゾーン30プラス登録エリア

５．生活道路における事故対策
（２）ゾーン30プラスの整備

3⑬

3

3

3

201

201

202

202

202

209
208

210

208

3

3

10

10
201

⑯

⑰

⑭

⑲

⑱

⑳

㉑
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５．生活道路における事故対策
（２）ゾーン30プラスの整備

令和6年10月上旬に有識者確認を実施。
飛幡中学校地区における整備計画案の報告を行い、ご意見を計画へ反映した。

３）有識者確認状況（北九州市戸畑区飛幡中学校地区）

▲対策内容と地元との合意状況

▲整備計画区域

【有識者からのご意見とその対応】
①凡例に示されている整備区域を明示すること。
⇒外周道路も含めてすべて整備区域となる（図面にも反

映済）。
②既存対策と新規対策の連続性がわかるように表示する

こと（グリーンベルト等）
⇒既存対策との関連性がわかるよう図面を更新。
③ H30に分析したデータを使用しているが、現在と当時

の交通状況が変わっていないことを定量的に示してほ
しい。

⇒H27～R3センサスにおける交通量及び旅行速度の比
較結果から、地区外周道路の交通特性に変化はないと
考えられる。

現況

対策イメージ

中央線、減速マーク消去

狭さく

狭さく
狭さく

路肩を広げて
自転車レーン（矢羽根）を設置

No 対策内容 箇所数 地元の合意状況
対策着手
（予定）時期

対策完了
（予定）時期

1
ゾーン30プラス路面
表示（法定外表示）

10 全て合意済み R6.11 R7.3

2 ゾーン30プラス看板 10 全て合意済み R6.11 R7.3

3 30km/h規制（標識） 11 全て合意済み R6.11 R7.3

4
カラー舗装化
（交差点）

1 全て合意済み R6.11 R7.3

5
カラー舗装化

（グリーンベルト）
1 全て合意済み R3.11 R4.1

6
カラー舗装化

（グリーンベルト）
1 全て合意済み R6.11 R7.3

7 狭さく 10 全て合意済み R6.11 R7.3

8 スクールガード 区域内 全て合意済み R6.11 R7.3

路線 H27 R3 増減率

一般道路計 17,036台 15,921台 -7%

一般都道府県道計 13,582台 12,185台 -10%

県道下到津戸畑線
（一般都道府県道）

12,403台 11,267台 -9%

37

▲12h交通量の推移(小型車)

▲朝夕旅行速度の推移

路線 方向 H27 R3

県道下到津戸畑線
（一般都道府県道）

上り 16.1km/h 13.2km/h

下り 15.6km/h 14.7km/h

既存対策について追記

整備区域について明記

有識者確認時 意見反映後
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５．生活道路における事故対策
（２）ゾーン30プラスの整備

令和7年1月中旬に有識者確認を実施。
久留米市金丸地区における整備計画案の報告を行った。

３）有識者確認状況（久留米市金丸地区）

38

歩行者と通り抜け車両が輻輳

▲整備計画区域

No 対策内容 箇所数 地元の合意状況
対策着手
（予定）時期

対策完了
（予定）時期

1 狭さく 3 R7.2.19合意予定 R8.4 R8.12

2 30km/h規制（標識） 9 全て合意済み R8.4 R8.12

3 30km/h規制（路面標示） 9 全て合意済み R8.4 R8.12

4 ゾーン３０プラス看板 9 全て合意済み R8.4 R8.12

5 ゾーン３０プラス路面表示（法定外表示） 9 全て合意済み R8.4 R8.12

6 カラー舗装化 区域内 全て合意済み R8.4 R8.12

7 スクールガード 1 全て合意済み R8.4

8 交通違反取締 区域内 全て合意済み R8.4

9 パトロール 区域内 全て合意済み R8.4

▲対策内容と地元との合意状況

現況

対策イメージ

狭さくの設置
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５．生活道路における事故対策
（２）ゾーン30プラスの整備

令和7年1月中旬に有識者確認を実施。
青葉小・中学校地区における整備計画案の報告を行った。

３）有識者確認状況（福岡市東区青葉小・中学校地区）

39

No 対策内容 箇所数 地元の合意状況
対策着手
（予定）時期

対策完了
（予定）時期

1 ゾーン３０プラス看板 10 全て合意済み R7.2 R7.3

2 30km/h規制（標識） 10 全て合意済み R7.2 R7.3

3 ゾーン３０プラス路面標示（法定外表示） 10 全て合意済み R7.2 R7.3

4 スムーズ横断歩道 1 全て合意済み R7.2 R7.3

5 狭さく 1 全て合意済み R7.2 R7.3

6 路面標示 3 全て合意済み R7.2 R7.3

7 スクールガード 区域内 全て合意済み R7.4 R7.4

8 パトロール 区域内 全て合意済み R7.4 R7.4

▲整備計画区域

▲対策内容と地元との合意状況

現況

対策イメージ

スムーズ横断歩道

スムーズ横断歩道設置のイメージ

ゾーン３０プラス路面標示
（法定外表示）

30km/h規制（標識）

ゾーン３０プラス看板
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５．生活道路における事故対策
（２）ゾーン30プラスの整備

令和7年1月中旬に有識者確認を実施。
筥松小学校地区における整備計画案の報告を行った。

３）有識者確認状況（福岡市東区筥松小学校地区）
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No 対策内容 箇所数 地元の合意状況
対策着手
（予定）時期

対策完了
（予定）時期

1 ゾーン３０プラス看板 6 全て合意済み R7.2 R7.3

2 30km/h規制（標識） 6 全て合意済み R7.2 R7.3

3 ゾーン３０プラス路面標示（法定外表示） 6 全て合意済み R7.2 R7.3

4 狭さく 1 全て合意済み R7.2 R7.3

5 路面標示 5 全て合意済み R7.2 R7.3

6 横断歩道カラー化 1 全て合意済み R7.2 R7.3

7 クロスマーク 8 全て合意済み R7.4 R7.4

8 スクールガード 区域内 全て合意済み R7.4 R7.4

9 パトロール 区域内 全て合意済み R7.4 R7.4

▲整備計画区域

▲対策内容と地元との合意状況

現況

対策イメージ

狭さくの設置
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５．生活道路における事故対策
（２）ゾーン30プラスの整備

資料：ETC2.0データ

対象箇所

■位置図

■エリア概要図

北九州市八幡西区 西王子・青山地区は、令和５年３月に、「３連続ハンプ」、「ハンプ」の２つの物理的デバイスが設置され、同年に
ゾーン３０プラスに登録された。

通学時間帯のみならず、一日を通して速度抑制の状況が把握されて、 「３連続ハンプ」、「ハンプ」ともに対策の効果が見られる。

■効果検証■対策箇所

４）ゾーン30プラス登録エリアの効果検証・取り組み事例の共有

47.2% 49.9% 49.8%

87.9%

72.1% 69.8%

27.1% 22.3% 21.7%

67.9%

45.7% 45.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

通学時 昼間12h 終日 通学時 昼間12h 終日

対策前（R4.4）
対策後（R5.4）

▼速度30km/hを超過したサンプル数の割合

３連続ハンプ

効果検証区間

【３連続ハンプ】 【ハンプ】

ハンプ

効果検証区間

３連続ハンプ

ハンプ

41

R5.4撮影

R5.4撮影

※通学時：7時～9時
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平成24年に京都府亀岡市で発生した交通事故を教訓に「通学路交通安全プログラム」が制定され、各地域における定期
的な通学路合同点検を推進。

令和元年に滋賀県大津市で発生した交通事故を教訓に、未就学児移動経路の緊急安全点検が実施され、対策必要箇所
（約28、000箇所）を対象として対策を逐次実施。

令和3年に千葉県八街市で発生した交通事故を教訓に、学校による危険箇所のリストアップ及び緊急合同点検が実施され
、対策必要箇所を対象に対策を推進中。

▲R3.8.20通学路緊急点検状況写真
（久留米市野添交差点）

▲R3.8.20通学路緊急点検状況写真
（久留米市日吉町交差点）

年月 これまでの経緯

H24.4 京都府亀岡市における小学生等の死傷事故

H24.5 ～
【３省庁※1連携による通学路の緊急合同点検要請】

学校、PTA、道路管理者及び地元警察署等による緊急合同点検
⇒対策必要箇所を抽出し、対策を実施（道路における対策箇所：約45,000箇所）

H25.12 通学路交通安全プログラムを策定し、各地域における定期的な合同点検を推進

R1.5 滋賀県大津市における園児等の死傷事故

R1.6 ～
【５府省庁※2連携による未就学児移動経路の緊急安全点検要請】

幼稚園、保育所等、道路管理者及び地元警察等による緊急安全点検を実施
⇒対策必要箇所を抽出し、対策を実施（道路における対策箇所：約28,000箇所）

R3.6 千葉県八街市における小学生の死傷事故

R3.7 ～

【３省庁※1連携による通学路の緊急合同点検要請】

学校による危険箇所のリストアップ（対象：すべての公立小学校等）
学校、PTA、道路管理者及び地元警察署等による緊急合同点検を実施
⇒教育委員会等により対策必要箇所を抽出し、対策を推進中
⇒目標期間の令和５年度末までに、暫定的な安全対策の実施を含め、全箇所において安全
対策を講じることを目指して取り組んでいる

資料：国土交通省HP 生活道路の交通安全ポータルサイト

※1：文部科学省、国土交通省、警察庁
※2：内閣府、文部科学省、厚生労働省、国土交通省、警察庁

５．生活道路における事故対策
（３）通学路における交通安全対策
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令和3年緊急合同点検により抽出された対策必要箇所は全国で76,404箇所（令和6年3月末時点）。
福岡県は2,365箇所を抽出し、2,195箇所が対策済み（令和6年3月末時点）。
福岡県内の各道路管理者において、歩道整備等の対策を実施

■通学路における交通安全の確保に向けた取組状況

対策実施状況
（R3.7～R6.3末時点）

全国 福岡県

対策箇所数 対策箇所数
うち対策済 うち対策済

対策必要箇所（全体数） 76,404 72,160（94.4%） 2,365 2,195（92.8%）

教育委員会・学校による対策箇所 41,738 41,639（99.8%） 1,094 1,094（100%）

道路管理者による対策箇所 39,052 35,025（89.7%） 1,362 1,192（87.5%）

警察による対策箇所 16,997 16,977（99.9%） 470 470（100%）

資料：国土交通省 通学路における交通安全の確保に向けた取組状況について（R6.3末時点）

５．生活道路における事故対策
（３）通学路における交通安全対策

■福岡県における対策事例（R3.7 通学路の緊急合同点検を踏まえた対策の実施）

【福岡県】 国道495号（歩道設置）

整備前整備前 整備後

【北九州市】 宮の町小熊野１号線（歩道設置）

整備後整備前 整備後

【福岡市】 原716号線（歩道設置）
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全国の交通死傷事故件数は平成１６年から令和５年にかけて減少傾向である一方、自転車関連事故件数の
占める割合は増加傾向

過去２０年間で、自転車関連事故の件数が約６割減少した一方、自転車対歩行者の事故は約３割増加
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６.自転車通行空間整備の取組み
（１）全国の取組について
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６.自転車通行空間整備の取組み
（１）全国の取組について

出典：安全で快適な自転車等利用環境の向上に関する委員会 配付資料

昨今の社会情勢の変化を踏まえつつ、安全で快適な自転車利用環境の創出が一層進むよう、安全で快適な
自転車利用環境創出ガイドラインを改定（R6.6）

出典：安全で快適な自転車利用
環境創出ガイドラインの

改定について（R6.6）

特に道路管理者向
けに整備の検討手

法等を明示

【背景】自転車関連事故の実態

【概要】R6改訂版ガイドライン
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６.自転車通行空間整備の取組み
（１）全国の取組について

出典：安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインの改定について（R6.6）

■質の高い自転車通行空間の整備促進（改訂内容の抜粋）

道路構造令の特例規定（1級下の道路区分 等）を
適用した既設道路の空間再配分を例示

改訂版ガイドラインでは、限られた道路空間の中で、現地状況に応じた柔軟な再配分や分離を行う等、具
体的な整備手法を例示し、自転車通行空間の整備を推進。
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□福岡県内における自転車事故発生件数は、年々減少しているものの、人口10万人あたりでは全国平均の約1.2倍。

□自転車対歩行者の事故発生件数は横ばいで推移。

□自転車事故の多くが交差点部で発生（約7割）。

□自転車対歩行者の事故のうち、5割が歩道で発生。

■本県の自転車事故発生件数

（福岡県警本部：R5交通事故統計資料）

■道路形状別自転車事故発生状況

■自転車対歩行者の衝突地点別事故発生状況■人口10万人あたりの自転車事故発生件数の変化

出典：第2次福岡県
自転車活用推進計画

（福岡県警本部：R５交通事故統計資料）

（福岡県警本部：R５交通事故統計資料）
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□福岡県内における自転車ネットワーク計画の策定は１２市町

□その内、自転車活用推進計画を策定している自治体は７市町

■自転車ネットワーク計画及び自転車活用推進計画の策定状況
（令和6年4月1日時点）

：自転車活用推進計画策定済

：自転車ネットワーク計画策定済市町村 計画名称 自転車ネットワーク計画 自転車活用推進計画

北九州市 北九州市自転車活用推進計画 H24.11 R3.1

福岡市 福岡市自転車活用推進計画 H26.3 R3.3

久留米市 久留米市自転車利用促進計画 くるチャリプラン2015 H27.11

苅田町 苅田町自転車ネットワーク整備計画 H28.7 ー

宇美町 宇美町自転車ネットワーク計画 H29.3 ー

直方市 直方市自転車ネットワーク計画 H30.11 ー

古賀市 古賀市自転車ネットワーク計画 H31.3 ー

糸島市 糸島市自転車利用基本計画 R2.3 R2.3

田川市 田川市自転車活用推進計画 R2.3 R2.3

上毛町 上毛町自転車活用推進計画 R4.3 R4.3

大野城市 大野城市自転車活用推進計画 R4.3 R4.3

R4.11

岡垣町 R6.3 ー岡垣町自転車ネットワーク計画
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６.自転車通行空間整備の取組み
（３）福岡県内の自転車ネットワーク計画の策定状況
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□2019（平成31）年3月、自転車活用推進法に基づき、自転車の活用を推進する取組を加速させるため、

「福岡県自転車活用推進計画」を策定し、安全で快適な自転車通行空間の整備や、快適なサイクリング

 環境の整備を行う等、自転車の活用の取組を推進。

□これまでの成果や自転車を取り巻く状況の変化を踏まえ、行政機関はもとより、県民や事業者、関係団

体等、あらゆる関係者が協働して、自転車の活用に関する施策を推進するため、「第２次福岡県自転車

活用推進計画」（計画期間： ５年間（2022年度～2026年度））を令和４年３月に策定した。

□施策体系

目 標 施策の方向性

【目標１】
自転車を快適に利用できるまちづくり

１ 自転車通行空間の整備促進
２ 自転車通行空間の確保と違法駐車の取締り強化
３ 放置自転車対策の推進
４ シェアサイクル等の普及促進

【目標２】
自転車を活用したスポーツ活動と健康づくりの推進

５ サイクルスポーツの普及促進
６ 自転車による運動機会の提供

【目標３】
自転車を活用した観光振興と地域の活性化

７ サイクルツーリズムの促進
８ 自転車の活用による地域の魅力発信

【目標４】
自転車・歩行者・自動車が安全に通行する社会づく
りの推進

９ 安全教育と啓発の推進
１０ 安全安心への備えと交通指導取締り
１１ 災害時の自転車活用
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６.自転車通行空間整備の取組み
（４）第２次福岡県自転車活用推進計画の策定について
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（５）今後の取組み
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□自転車ネットワーク計画に沿った

  自転車通行空間の整備

□サイクルツーリズムの推進

 （広域サイクリングルートの走行環境整備）

□自転車の安全利用に関するトピック

 ・令和５年４月から全ての自転車利用者に

 ヘルメット着用の努力義務化

出典：福岡県 生活安全課 ホームページ

６.自転車通行空間整備の取組み
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